
 

 

 

 

 

 平素は本校の教育及び研究活動にご協力いただきありがとうございます。

休校措置明けたった２ヶ月の１学期ですが、教育活動と並行して研究活動

も始動させました。今回の研究部ニュースは、今年度の研究の取り組みを

紹介させていただきます。 

 

 

 

 昨年度設定した研究主題で、今年度は２年目を迎えます。今年度から小

学部で新学習指導要領による教育が全面的にスタートします。この新学習

指導要領には、「社会に開かれた教育課程」と謳われています。複雑化・多

様化する社会を生きていくために、必要な教育を施さなければなりません。

特に特別支援学校では卒業後に社会で生活する姿を思い描き、それぞれの

学校においてどのような教育を行うことが適当なのかという基本的な考え

方を明確にした上で教育課程編成を行わなければならないと文部科学省は

述べています。そこで昨年度は各学部における教育目標を新学習指導要領

に示された「３つの資質・能力」毎に設定し、それらの実現に向けた教育

課程の編成を行いました。また、進路支援部と協働して「附属版キャリア・

マトリックス」を作成しました。キャリア教育の観点を入れた各学部卒業

段階で目指す姿を示しました。 

今年度はこの「附属版キャリア・マトリックス」を活用しての事例研究

及び授業研究を進めていきます。目指す姿に向かっていくためには、どの

ような教育内容が必要か、適切な支援の提示の仕方、授業の構成の仕方等

を踏まえながら、設定した教育課程が子どもたちに寄り添ったものなのか

の検証を今年度は進めていきます。 

特に事例研究につきましては、各学部から２名児童生徒を抽出して進め

ていきます。対象になられたお子様の保護者の方には改めて説明する機会

を設けさせていただきます。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・マネジメントの流れ図 

  

 

学部研究に加えて、特別支援教育の今日的課題に対応するためにユニッ

ト研究・個人研究にも取り組みます。５つのユニットによる研究を進めて

います。それぞれ「身体運動」「読み書き指導」「インクルーシブ教育」「ど

ろんこプロジェクト（造形）」「プログラミング教育」と多彩なテーマで研

究を進めています。これらの研究は本学特別支援教育部門等の先生方と共

同研究を進めて参ります。 

 

 

2020年 7月 17日（金）  

発行者：研究部（松本、松田、中井、西田、大原、小森） 

本校研究主題（学部研究） 

ユニット研究・個人研究の推進 

カリキュラム・ マネジメ ント の大きな流れ

身に付けるべき資質・ 能力
学校教育法 学習指導要領

本校としての目標
（ 児童生徒や学校・ 地域の実態を基に「 社会参加に必要な力」 を考える）

学校教育目標 目指す子ども像 学部目標

児童生徒の実態

授業実践

児童生徒の学習の成果（ 何が身に付いたか）

教育課程

年間指導計画 個別の指導計画の
実施状況の評価・ 改善

↓
教育課程の実施状況を評価・ 改善

教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保・ 改善

教育課程を基に組織的かつ計画的
に学校の教育の質の向上を図る

本校独自の視点
としての

キャリア教育



また本校は研究校であることから、個人研究も推奨しています。教員の

研究に対するニーズは高く、今年度は７人の教員がそれぞれのテーマを設

定し、研究を進めます。 

 

 

 

本校は大阪教育大学附属学校園の1校であり、平野地区に所属していま

す。平野地区には、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校が

あります。この五校園で共同研究に取り組んでおり、これを「平野五校園

共同研究」と呼んでいます。 

これまで、各学校園が重視している教育課題について相互理解を深め、

校園種を越えた教員間の「連携」「交流」を確かなものにするという趣旨の

実践を行ってきました。このような取り組みにより、各校園の実情に合わ

せた実践研究に重点をおけるようにしながらも、過去の取り組みによって

培われ実現してきた校種間での風通しの良さを保ち、教員間でお互いの教

育観・研究・教育環境・子どもの実態をよく知ることができました。 

平成 30年度からは「一人ひとりの多様な可能性を広げる評価のあり方

‐主体性を育むための目標及び評価指標の作成と活用をめざして‐」と設

定し、３年計画で研究を進めています。今年度は最終年に当たり、主体性

を育むための評価指標（略称「主体性コモン・ルーブリック」）の完成をめ

ざします。 

新型コロナウイルス感染症拡大の観点から、今年度 11月に予定されて

いました平野五校園共同研究発表会は中止となりました。大変残念ではあ

りますが、皆様にはこの紙面で研究成果を報告できたらと思います。 

令和２年度 本校における研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりの多様な可能性を広げる評価のあり方 
－主体性を育むための目標及び 

       評価指標の作成と活用をめざして－ 

平野五校園共同研究の研究主題 

本多、岡、丹沢、橋本、大原

村山、太田

白樫、森、小川、辻、中井、深草

松田、高橋、西田、岩﨑、西川

下岡、縄、荒西

保田、小森、北室、松本

附属メンバー

五校園共同研究発表会

2020.11.7（土）　中止

研究実践報告会（２年次）

2021.2.13（土）

ユニット

知的障害特別支援教育における感覚情報を

活用した運動学習

読み書き

インクルーシブ教育

どろんこプロジェクト

知的障害教育におけるプログラミング学習を

通した論理的思考の育成

森田ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

（本校CSCｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

冨永先生

加藤・青木・谷村先生

（美術・書道教育部門）

仲矢先生

（理数情報部門）

年間指導計画の策定、ICT機器活用学習、遠隔授業ICTツールの模索等

小学部研究

中学部研究

本校研究

小川、中井、縄、西田、岡、下岡、深草、松本、荒西

花田、大原、西川、竹内、高橋、橋本、保田

　　　　研究主題（2019-2021）

「知的障害教育におけるカリキュラム・マネジメントの運用とキャリア教育の推進」

【統括】

今枝先生

附属メンバー

高等部研究

研
究
部

　　※２…本校を代表する担当を決め、運営委員会等への参加を原則

研

究

活

動

五校園　研究報告書

近畿特別支援学校知的障害教育研究協議会　※１

日本教育大学協会特別支援教育研究部会近畿地区研究集会　※１

共同研究者

大阪知的障がい自立活動研究会　※２

大阪府支援教育研究会　※２

校内研修の企画・運営

研究主題（2018-2020）

「一人ひとりの多様な可能性を広げる評価の在り方」
～主体性を育むための教育目標及び評価指標の作成と活用を目指して（２年次）～

研究紀要

大内田先生

岩井俊夫（前副校長）

共同研究者

HP更新

啓

発

活

動

大阪支援教育コンピュータ研究会　※２

大阪府高等学校進路指導研究会支援学校部会　※２

大阪特別支援教育諸学校造形教育研究会　米２

　　年３回発行　7月、12月、3月

　　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため

知的障害教育における「特別の教科　道徳」の

授業モデルの提案

安心して発言、自己決定できる環境つくり 辻

公開研修会（今年度中止）

研究部ニュース

　　年間1回は必ず開催。講師は人権問題検討委員会で調整する。

森、松田、本多、小森、丹沢、辻、迫田、野崎、村山

ユニット研究

各研究会との連携

各種研修案内

図書コーナー整備

校内ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘ

一般図書

他校・他機関の紀要・報告集

本校研究関連

人権

自己研修の推進

共同研究集会

平野五校園

共同研究

知的障害教育におけるダンス教材を使った取り組み

松田

花田

コモン・ルーブリックの作成と活用

新転任者指導案作成

研

修

活

動

個人・ユニット研究

オンライン授業体制整備

　　ICT機器、カリキュラム・マネジメント、キャリア教育等

　　※１…各学部最低1名の参加を原則

松本

竹内

音楽科における個のニーズに応じた

補足的支援について

描画法による子ども理解と教育について

知的障害特別支援教育における社会的ニーズを踏まえた

キャリア教育の授業づくりについて
野崎

良好な対人関係の形成に課題を持つ生徒が直面する

進路選択に対する支援について
迫田

個人研究


